
雑誌『上方』の表紙
上方の名所や行事・風俗などを描いた多色刷りの木版画を
1枚ずつ貼った。主な作者は、大阪の浮世絵師、長谷川貞信
（二代目、三代目）で、二代目貞信は子の小信とともにその大
半を担当。1940年、二代目の没後、小信が三代目を襲名した。

は
、
通
巻
の
号
数
。
　

  

は
、
表
紙
絵
が
上
町
台
地
に
関
係
す
る
号
数
。
内
面
の
マ
ッ
プ
に
場
所
を
プ
ロ
ッ
ト
。

00

00

第50号  大阪今昔図絵
（1935年）

第46号  大風水害号
（1934年）

第68号（1936年）

第3号  天王寺研究号（1931年）

第11号  大阪城研究号
（1931年）

第60号  上方忠孝号
（1935年） 第70号（1936年） 

第69号  自慢号
（1936年）

明
治
期
以
降
、大
阪
城
内
は

一
大
軍
事
拠
点
に

大
鎭
臺（
大
阪
城
）／
貞
信

室
戸
台
風
の
大
被
害

に
緊
急
特
集

四
天
王
寺
五
重
塔
倒
壞
の
圖
／
小
信

広
場
の
凧
上
げ
に

大
勢
の
人
が
集
ま
っ
た

初
午
稻
荷
祭（
大
阪
城
南
杉
山
）／
芳
豊

工
都
大
阪
の
足
音
も

聞
こ
え
て
く
る

明
治
初
年
の
高
麗
橋
／
貞
信

大
盃
で
知
ら
れ
た

料
亭
の
雪
景
色

浮
瀨
料
亭
雪
の
景
／
貞
信

上
町
台
地
の
水
が

流
れ
出
る
滝
行
の
場

新
淸
水
の
瀧
／
貞
信

遠
方
ま
で
見
は
る
か
す

繁
華
な
市
街

生
玉
繪
馬
堂
よ
り
道
頓
堀
を
望
む
／
國
員

梅
花
の
名
所
は

台
地
の
上
に

高
津
梅
屋
敷
／
貞
信

数
あ
る
墓
地
を

訪
ね
て
行
く

七
墓
巡
り
の
圖
／
貞
信

早
春
、
上
町
台
地
は

桃
の
花
ざ
か
り

桃
山
滿
開
賑
ひ
の
圖
／
貞
信

秋
は
菊
花
が
並
び
、

見
物
客
で
賑
わ
っ
た

高
津
翫
菊
庵
菊
人
形
／
貞
信

家
康
も
、
眺
め
た

か
も
し
れ
ぬ

茶
臼
山
の
秋
月
／
貞
信

第51号  続大阪今昔図絵
（1935年）

第56号  大阪探墓号
（1935年）

第22号  道頓堀変遷号
（1932年） 

第26号  続明治文化号
（1933年）　

第14号  大阪町人号
（1932年）

 

聖
徳
太
子
創
建
の

古
え
か
ら
の
聖
地

錦
絵
天
王
寺
彼
岸
会
／
芳
豊

68

50

46

カ
ミ
ガ
タ
＋
１
・
０
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）

橋
爪
節
也（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

　『
郷
土
研
究
上
方
』が
、新
し
い
好
奇
心
を
呼
び
さ
ま
し
、い
ま
も

鮮
度
を
保
つ
理
由
は
い
く
つ
も
あ
る
。

　
創
刊
の
背
景
に
は
１
９
２
５（
大
正
14
）年
の「
大
大
阪
」誕
生

が
あ
っ
た
。都
市
計
画
で
街
が
変
貌
し
、大
阪
の
文
化
は
否
定
さ

れ
は
し
な
い
か
。そ
の
危
機
感
が『
上
方
』を
は
じ
め『
難
波
津
』

（
１
９
２
４
・
大
正
13
年
）、『
郷
土
趣
味
大
阪
人
』（
１
９
２
９
・

昭
和
４
年
）な
ど
を
生
ん
だ
。マ
イ
ナ
ス
の
感
情
が
プ
ラ
ス
の
エ

ナ
ジ
ー…

energy

に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

　『
上
方
』創
刊
号
で
南
木
は
、「
亡
び
ゆ
く
名
所
史
蹟
、廃
れ
ゆ
く

風
俗
行
事
、敗
残
せ
る
上
方
芸
術
、そ
の
一
歩
々
々
薄
れ
行
く
影

を
眺
め
て
、私
は
常
に
愛
借
の
情
に
堪
へ
ま
せ
ん
。滅
び
ゆ
く
も

の
は
時
の
勢
と
し
て
如
何
と
も
致
方
な
い
が
、せ
め
て
保
存
に
努

め
た
い
、そ
し
て
記
録
に
留
め
て
置
き
た
い
、こ
れ
が
私
の
念
願

で
し
た
」と
す
る
。

令
和
の
時
代
に
置
き
か
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。知
ら
な
い
う

ち
に
、大
阪
の
大
切
な
何
か
が
滅
ん
で
い
な
い
か
。現
代
は
紙
の

出
版
が
厳
し
い
状
況
だ
が
、梅
田
の
大
型
書
店
で
は『
東
京
人
』が

並
べ
ら
れ
て
い
る
の
に『
大
阪
人
』は
休
刊
し
た
ま
ま
だ
。大
阪
人

は
ど
こ
に
い
て
は
り
ま
す
の
？
南
木
な
ら「
亡
び
ゆ
く
大
阪
の
出

版
文
化
、敗
残
せ
る
大
阪
人
」と
ぼ
や
い
た
か
も
。

　
し
か
し
、最
近
は
歴
史
や
文
学
、美
術
、芸
能
な
ど
に
関
心
の
あ

る
人
た
ち
が
ブ
ロ
グ
を
開
き
、大
阪
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
。南

木
は
私
財
を
な
げ
う
っ
た
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
家
が
傾
く
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。大
阪
情
報
は
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
。た
だ
し
、

ネ
ッ
ト
で
は
正
し
い
情
報
か
、フ
ェ
イ
ク
か
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。『
上
方
』の
場
合
、上
方
郷
土
研
究
会
で
の
切
磋
琢
磨
が
反

映
さ
れ
、い
ま
さ
ら
な
が
ら
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
が
大
切
で
あ
る
。

　
『上
方
』の
魅
力
に
ふ
れ
る
な
ら
ば
、こ
れ
ま
で
私
は
、特
定
の

テ
ー
マ
を
調
べ
る
目
的
で
こ
の
雑
誌
を
検
索
し
て
い
た
が
、今
は

各
号
の
特
集
の
推
移
、南
木
を
中
心
と
し
た
上
方
郷
土
研
究
会
の

興
味
の
所
在
に
つ
い
て
興
味
が
わ
い
て
い
る
。論
文
の
渉
猟
は
自

分
の
専
門
分
野
に
限
ら
れ
が
ち
で
、こ
の
雑
誌
に
本
来
た
だ
よ
う

先
人
た
ち
の
総
合
的
な
文
化
芸
術
へ
の
思
い
を
見
失
っ
て
い
た
こ

と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。各
号
の
特
集
の
選
択
や
構
成
な
ど
編

集
の
あ
り
方
そ
の
も
の
も
、知
的
な
栄
養
価
の
高
い
、楽
し
み
味

わ
う
べ
き
対
象
だ
ろ
う
。

　
ま
た『
上
方
』は
学
術
性
と
と
も
に
趣
味
性
も
重
視
す
る
。表

紙
が
大
阪
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
長
谷
川
小
信
ら
に
よ
る
木
版
画

貼
り
付
け
で
あ
る
の
が
、こ
だ
わ
り
を
象
徴
す
る
。

　
た
と
え
ば
幕
末
の「
浪
花
百
景
」に
あ
る「
三
大
橋
」は
大
坂
城
や

上
町
台
地
、生
駒
の
山
並
み
を
背
景
に
、大
砲
を
牽
い
て
長
州
征

伐
に
向
か
う
幕
府
軍
が
難
波
橋
を
わ
た
る
。こ
の
絵
は
同
じ
長
州

征
伐
を
描
い
た
歌
川
国
貞
の「
末
広
五
十
三
次
」の「
日
本
橋
」が
原

型
で
、日
本
橋
を
進
む
幕
府
軍
の
背

景
に
江
戸
城
と
富
士
山
が
描
か
れ
る
。

　
し
か
し
、瑞
兆
の
鶴
が
三
羽
飛
ぶ

「
日
本
橋
」に
対
し
、「
三
大
橋
」は
朝
日

の
な
か
を
カ
ラ
ス
が
飛
ぶ
。「
三
千
世

界
の
烏
を
殺
し
、ぬ
し
と
朝
寝
が
し
て

み
た
い
」の
明
け
が
ら
す
で
あ
る
。そ

れ
を
さ
ら
に『
上
方
』歌
舞
伎
号 

　

の
表
紙
で
は「
道
頓
堀
春
之
賑
ひ
」と

題
し
て
川
を
道
頓
堀
に
変
え
て
し
ま

う
。明
け
が
ら
す
が
飛
ぶ
な
ら
道
頓

堀
が
ふ
さ
わ
し
い
。こ
ん
な
仕
掛
け

が
隠
さ
れ
た『
上
方
』は
、現
代
で
も

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
富
ん
で
、知
ら

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
あ
る
。

第13号 
上方歌舞伎号 13号表紙の部分拡大
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26
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51
56

69

3

14

60
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雑誌『上方』を編集・発行した
上方・大阪の郷土研究の
パイオニア

南木芳太郎
（なんき よしたろう、1882-1945）

南
木
芳
太
郎
の
念
願
の
結
晶
、
大
阪
が
誇
る『
郷
土
研
究

上
方
』。
1
9
3
1（
昭
和
６
）年
か
ら
1
9
4
4（
昭
和

19
）年
に
か
け
て
、1
5
1
号
を
発
行
。
陰
影
鮮
や
か
な

木
版
画
の
表
紙
絵
は
、
大
阪
を
中
心
に
上
方
の
折
々
の

風
物
、
記
録
に
留
め
た
い
風
景
を
描
い
て
人
気
を
集
め

ま
し
た
。な
か
で
も
、上
町
台
地
界
隈
な
ら
で
は
の
眺
め
、

名
所
旧
跡
や
年
中
行
事
、
時
に
災
害
や
復
興
の
様
子
ま

で
描
き
伝
え
て
い
る
も
の
は
、
27
点
ほ
ど
を
数
え
ま
す
。

並
べ
て
み
れ
ば
、
上
町
台
地
曼
荼
羅
と
で
も
呼
び
た
く

な
る
、
魂
の
籠
っ
た
ま
ち
の
相
貌
が
立
ち
現
れ
ま
す
。

さ
て
、2
0
1
3
年
秋
に
第
1
号
を
発
行
し
た「
上
町
台

地
今
昔
タ
イ
ム
ズ
」は
、2
0
2
4
年
３
月
発
行
の
本
号

（
v
o
l
．20
）が
最
終
号
と
な
り
ま
す
。10
年
余
に
渡
っ
た

編
集
ワ
ー
ク
の
中
で
、地
域
の
皆
様
の
貴
重
な
記
憶
と
と

も
に
、か
け
が
え
の
な
い〝
知
〞の
源
泉
と
な
っ
た
の
が
、『
上

方
』で
し
た
。感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
、そ
の〝
知
〞を
次
代

へ
と
つ
な
ぐ
橋
渡
し
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、「
上
町
台
地

今
昔
タ
イ
ム
ズ
」の
最
終
号
を
編
み
お
届
け
し
ま
す
。

明治時代生まれの大阪出身の郷土史家。
号は萍水（ひょうすい）。船場の薬種商に勤め
るかたわら、郷土資料を綿密に収集。上方
郷土研究会を創立し、数え50歳の1931（昭
和6）年1月に機関誌『郷土研究上方』を創刊。
1944（昭和19）年の151号まで刊行した。近
世・近代の大阪の庶民の生活資料を集めた
「南木コレクション」が大阪城天守閣に残る。
1945（昭和20）年10月21日死去（享年64歳）。

南木芳太郎、1932年12月17日、上方郷土研究会
行事「更正二〇加」、北陽演舞場前に立つ
（提供：南木ドナルドヨシロウ氏）

そ
の
眺
め
、上
町
台
地
曼
荼
羅
さ
な
が
ら

『
上
方
』に
刻
ま
れ
た
、

ま
ち
の
相
貌
と
魂
を
次
代
へ

UEM ACHIDA ICHI  KONJA KU TIMESU-CoRo  STEP 1

　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ
クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html 問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　 発行：大阪ガスネットワーク エネルギー・文化研究所（CEL）　
  （CEL弘本由香里、B-train橋本護・小倉昌美） ※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

第137号  芸能文化号（1942年）

近
代
大
阪
の
足
音
も

上
町
台
地
か
ら

雨
中
旧
博
物
場
表
門
之
圖
／
貞
信

第75号（1937年）

第113号  五重宝塔落慶号（1940年）

第115号  続郷土玩具号
（1940年）

第145号  梵鐘号（1943年）

第148号  郷土勤皇先賢号
（1943年）

第132号  大阪掃苔号
（1941年）

第124号  石山本願寺号
（1941年）

第127号  水の随筆集（1941年）　　

第141号（1942年）

第72号  続北摂研究号（1936年）

第100号  第百記念号（1939年）  

第104号  名家追憶号（1939年）  

ま
ち
の
橋
上
か
ら
見
え
た

上
町
台
地
の
神
社

日
本
橋
よ
り
高
津
を
望
む
雪
景
／
貞
信

池
の
周
囲
は

芸
能
で
賑
う
遊
楽
地

生
玉
淨
瑠
璃
神
社
蓮
池
の
圖
／
貞
信

四
天
王
寺
参
り
の
と
き
は
、

楽
し
み
だ
っ
た
大
道
芸

四
天
王
寺
彼
岸
會
た
こ
た
こ
の
圖
／
貞
信

雪
夜
、
市
民
の
寄
付
で
、

再
建
な
っ
た
天
守
閣

大
阪
城
天
守
閣
雪
景
／
貞
信

大
災
害
か
ら
の

復
興
の
シ
ン
ボ
ル

落
慶
の
四
天
王
寺
五
重
塔
／
貞
信

謎
に
包
ま
れ
た

中
世
の
宗
教
都
市

石
山
本
願
寺
門
前
町
之
圖
／
貞
信

壮
観
！
船
渡
御
、

水
都
の
夏
祭
を
彩
る

天
神
祭
お
迎
人
形
／
貞
信（
二
代
目
絶
筆
）

幕
府
の
租
税
の
免
除
で

つ
く
ら
れ
た
時
の
鐘

釣
鐘
屋
敷
之
圖
／
貞
信

大
阪
の
台
地
に
も

あ
っ
た
清
水
の
舞
台

新
淸
水
舞
台
の
秋
月
／
貞
信

「
さ
く
や
こ
の
は
な
」
と

当
地
を
言
祝
い
だ

王
仁
來
朝
の
圖
／
貞
信

古
代
か
ら
連
綿
と

つ
な
が
る
芸
能
絵
巻

四
天
王
寺
聖
靈
會
舞
樂
／
貞
信

歴
史
に
残
る
人
々
が

眠
る
お
墓
を
訪
ね
て

天
王
寺
一
心
寺
境
内
／
貞
信

春
の
宵
の
一
刻
は
、

ま
さ
に
値
千
金

生
國
魂
の
夜
櫻
／
貞
信

謝辞：10年余に渡り、「上町台地 今昔タイムズ」の制作にご協力を賜りました皆様に心から感謝申し上げます。バックナンバーは、大阪ガスネットワーク CEL／U-CoRoホームページの検索にてご覧いただけますので、ご活用賜りましたら幸いです。

南木日記との出会いと
郷土研究のバトン
古川武志（元大阪市史料調査会調査員）
　私が『郷土研究 上方』を参考するようになっ
たのは、大阪市史料調査会で調査員をはじ
めた頃のこと。ちょうど今から30年前でした。
大阪歴史学会という研究会で、戦前の郷土
史編纂をテーマに学会報告をする機会を得
ました。当時、私は泉佐野市出身の郷土史家 
池田谷久吉（いけだや・ひさきち）という人
物に興味を持ち、彼の郷土研究活動と地域
へのアプローチについて、大学院に提出する
論文をまとめたことがありました。その流れ
で学会報告を行い、『上方』の「和泉特集号」

の正続を食い入るよ
うに読んだものでし
た。さらにその大会
報告に来られていた
恩師の原田敬一先
生から、神戸の古本
屋で南木芳太郎氏
の日記が出ている旨
をうかがい、大阪市
史編纂所の予算で
購入したのです。

 　日記は1914（大正3）年から南木さんが
亡くなる前年の1944（昭和19）年までの14冊。
　当時編纂所では内容の重要性からも鑑み
て『大阪市史史料』として刊行することとな
りました。早速、日記の翻刻作業と登場人物
など内容の確認作業を進めましたが、これ
が実に大変な作業でした。日記の人物は『上
方』の著者や人名録には登場するものの、人
名辞典には掲載されていない人ばかりで、ま
さに暗中模索の作業。そんな中で日記に登
場する人物で、ご存命者であったのが肥田
晧三先生でした。先生に日記の翻刻編纂に
ご協力を仰いだところ、ご快諾をいただいた
のでした。先生は幼い頃から南木氏を心か
ら尊敬し、『上方』を座右の書としておられ
たので、お互いに水を得た魚のようでした。
先生に不明な点をおうかがいしながら作業
を進め、２巻にわたって解題の執筆もしてい
ただきました。
　先年、大阪市史
編纂所より『南木
芳太郎日記―大
阪郷土研究の先
覚者（パイオニア）
―』全５巻が無事
完結できたのは、
ひとえに先生のお
力に依るところが
大きかったのです。
　大阪市が第２次市域拡張により「大大阪」
へと変貌を遂げる時代、南木氏は自らの資
材と時間をなげうって旧き良き大阪文化の
保存・継承（顕彰）のため、この大事業を進
められたのです。
　この『上方』により、わたしたちはすでに
潰えてしまった大阪の諸相の一端を垣間見
ることができるのです。政治・経済・文化、
それも古代から（当時の）現代まで、様々な
ジャンルの専門家が南木氏の依頼に応え執
筆したのは実に崇高なことであり、氏のお人
柄の賜物といっても過言ではないでしょ‒う。
　前述の『南木芳太郎日記』の解題で、私は

南木氏からの「郷土
研究」というバトン
を託されたのが、肥
田先生であったと述
べました。不世出に
して大阪そのものの
体現者であるお二
人のバトンを引き継
ぐのはいかなる人物
であるのでしょうか。

肥田晧三氏（1930-2021、関西大学元教授）は『上方』について、「その全冊の充実
した内容は大阪郷土史研究の金字塔ともいうべき超一級の重要文献、大阪のことを
調べようとする者はこの貴重な資料の宝庫から、ひとしく量り知れぬ大きな大きな恩
恵をうけてきたのである」（『南木芳太郎日記』第１巻「解題 南木芳太郎氏の前半生」）と
評しています。ちなみに「上町台地 今昔タイムズ」第13号のコメント内で、肥田先生
ご自身がいかに『上方』を愛し、その通読によって救われたのかを述懐しています。
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第84号（1937年）

1931（昭和６）年１月 
南木芳太郎（数え50歳）
によって月刊誌として発行
はじまる。主に大阪の文学、
美術、風俗、行事、演芸、
信仰、伝説、娯楽、里謡
などが取り上げられてお
り。次の特集が編まれた。
　 創刊号、 天王寺研
究号、 夏祭号、 西鶴記念号、 千日前今
昔号、 大阪城研究号　／ 9月 満州事変勃発
　
1932年　　 上方歌舞伎号、 大阪町人号、　
上方俳星号、　 上方盆踊号、　 道頓堀変遷号
　
1933年　　 大阪明治文化号、　 続大阪明治
文化号、　 上方遊郭号、　 上方郊外号、　 上
方怪談号、　 大阪商工発達号、　 歳末号
　
1934年　　 上方郷土芸術号、　 大楠公研究
号、　 上方水涼号、　 上田秋成号、　 大風水
害号、　 上方敵討号   ／ 9月 室戸台風襲来
　
1935年　　 幕末維新号、　 大阪今昔図絵、
　 続大阪今昔図絵、　 上方舞踊号、　 淡路
郷土号、　 大阪神社号、　 大阪探墓号、　 尼
崎号、　 上方忠孝号
　
1936年　　上方新年号、　 阿波特輯号、　
西行追慕号、　 自慢号、　 北摂研究号、　 続
北摂研究号
　
1937年　　 上方長寿号、　 鴈治郎追悼号、
　 魚島号、 北畠顕家号、 淀川号、 銷
夏号、 日清戦争時代号、 続日清戦争時
代号　／ 7月 日中戦争が全面化
　
1938年　　 維新勤皇号、　 河内研究号、　 
続河内研究号、　 上方桜花号、　 続上方桜
花号、　 上方行脚号、 　鬼貫追悼号、　 八
幡男山号、　  冠婚葬祭号、　 続冠婚葬祭号
／ 国家総動員法 

 
　

1939年　　  上方義民号、　 郷土芸術追憶号、
　 第百記念号、　 上方染織号、　  水無瀬神
宮号　 名家追憶号、　 堂島号、　 後醍醐天
皇聖跡号、　 赤穗義士号
　
1940年　　 上方女性鑑、　 神武天皇御聖跡
号、　 西行景仰号、　 伊勢参宮号、　 五重宝
塔落慶号、　 郷士玩具号、　 続郷土玩具号、
　 尊皇と先覚号、　 三島号  ／ 表紙絵作者の
二代目長谷川貞信が死去、小信が三代目を継ぐ
　
1941年　　 文楽号、　 住吉号、　 石山本願
寺号、　 続文楽号、　 天忠組研究号、　  水
の随筆集、　 続水の随筆集、　 紀海音号、　  
和泉研究号、　 続和泉研究号、　 大阪掃苔号 
／ １２月 日米開戦
　
1942年　　 上方維新海防号、　 文房四宝号、
　  南方進出号、　 芸能文化号、　 大阪明治
挿絵画家号、　 西鶴記念号、　 船舶今昔号、
　 阪神号、　 続阪神号
　
1943年　　 芸能文化号、　 梵鐘号、　 蒹葭
堂号、　 上方方言号、　 郷土勤皇先賢号、　 
上方大衆娯楽号、　  芭蕉記念号
　
1944（昭和19）年　　上方心学号　4月で休刊
　
1945（昭和20）年10月　南木芳太郎死去（享
年64歳）　／ 8月 戦争終結
　
1969（昭和44）
　～70（昭和45）年　
復刻版が新和出版社
から刊行
※翌年に別巻・
　　索引を刊行

「上方」第100号掲載の
写真。1902（明治35）年
1月、関西文学同好新年
会に集った面々。若き河
井酔茗や与謝野鉄幹ら
の姿も。前列左から二人
目が21歳の南木芳太郎。
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大阪市史編纂所刊行の『南木
芳太郎日記』（第5巻、2022年）

古川氏による南木芳太郎の評
伝（「大阪人」2004年7～12月）

肥田先生の著書『再見 
なにわ文化』（2019年）

戦争で失われた大阪を中心とする上方の風景や生活文化全般を、多分野の研究者たちによって詳
細に記録に留めた『上方』の史料価値は極めて高いものです。戦後散逸し入手困難な状況にあった
同誌は、多くの識者たちに熱望され、心ある版元・新和出版社によって、1969（昭和44）年～1970（昭
和45）年にかけて、郷土史料（復刻版）『上方』全11巻の姿で全号を収録して蘇り、将来に手渡され
ました。折しも時代は、戦後の大阪・関西が大きく変貌を遂げた、1970 年大阪万博を迎えていました。
今、2025年大阪・関西万博が目前に迫るなか、改めて『上方』のバトンを未来の走者へと願っています。

今こそ、再び『上方』を携えて、未来を駆けよう
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その眺め、上町台地曼荼羅さながら
『上方』に刻まれた、まちの相貌と魂を次代へ
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背景地図：遠近、イロハ大阪市街図（1926 年）

█落語の舞台としての
　上町台地
上方落語では、高津宮の茶店で出
会った若い男女の恋煩いをめぐる「崇
徳院」や、大金持ちのふりをした男が
なけなしの銭で富くじを買う羽目になる
「高津の富」（　 号）をはじめ、高津宮
は多くの上方落語に登場する。
四天王寺では、喜六が知り合いの甚
兵衛と犬の供養のため四天王寺に行
くお話「天王寺詣り」は定番のもの（ 　
号）。また、旅物の落語としては。玉造
稲荷神社からはじまる伊勢に向かう
旅の噺で、二軒茶屋を通過して暗峠
に向かう「東の旅」がある。

●暁鐘成（あかつきかねなり）
は、江戸時代の絵師で戯作者。
『摂津名所図絵大成』などの著作
で知られる。一時、上町台地の四
天王寺の北側に「美可利家」を設
け来訪者をもてなした。南木は鐘
成の作品も多数収集した。　

★大阪城天守閣
天守の復興は1928年、当
時の関一大阪市長の提案で
計画され、『上方』創刊の
1931年に完成した。天守閣
再建に加え公園整備や第四
師団司令部庁舎新築を含む
費用は、大阪市民の寄付金
約150万円でまかなわれた
という。『上方』でも、大阪城
研究号が編まれた（　 号）。

●梅屋敷　
梅見の名所「梅屋敷」は、現在の
上六界隈にあった。江戸の亀戸に
あった梅屋敷に倣って19世紀初
頭につくられ、園内の梅林の下に
席を設けたもので、梅花の下で、
謡や舞い、連歌や俳句などの宴席
が行われた（　 号）。

●「をんごく」 は、明治中期頃まで行なわれた遊び。
幼児を先頭に、めいめい前の子の帯をつかんで一列に
なり、うたいながら練り歩く。「をんごくなはは」という,
はやし言葉ではじまる（　 号）。島之内育ちの肥田晧三
氏は、をんごく（　 号）について南木に手紙を送り、返
事をもらった思い出を記している（『再見 なにわ文化』）。

凡　例
●          は、『上方』表紙絵の号数で、絵が描かれた場所にポイント。
 ●記事の文中や年譜に入っている      は、『上方』の通巻の号数。
 
●★のポイントは、『上方』でもなじみの名所・旧跡の現在の地点。
   ●　　　　　の記事やキャプションは、「上町台地 今昔タイムズ」の
　豊かな背景ともなった 『上方』掲載のトピックなど。
　（ここにピックアップしたものはごく一部です）。
 ●旧漢字の大半は、新漢字で表記しています。
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█北の端が
　上町台地の重要地に
細長い半島状の上町台地北端の地
は、古代の難波宮の時代から中世
の石山本願寺、そして、豊臣、徳川
の大坂城の時代を経て、さらに近
代には軍の重要拠点となった。
難波宮については、王仁博士の来
朝図が『上方』表紙にも描かれてい
る（　号）。同誌発行当時は想像の
域だった難波宮も、戦後に発掘調
査が始まり、飛鳥から奈良時代の前
後2期の宮跡が確認された。
石山本願寺は、戦国時代初期から
安土桃山時代にかけて繁栄を誇っ
た浄土真宗の寺院と寺内町（　号
ほか）。織田信長と対立して、敗れ、
1580年に当地を退去した。
その後、豊臣の大坂城の跡に徳川
の大坂城が築かれた。
時代は下り、その跡に設けられた大
阪鎮台（ちんだい）は、1871年から1888
年まであった日本陸軍の部隊で、全
国に4～6つあった鎮台のひとつ。
『上方』の発行当時、城内の敷地に
は、陸軍の第４師団司令部や砲兵
工廠などがあった（　 号ほか）。

「上町台地 今昔タイムズ」の
編集と『上方』

█上町台地と芸能の世界
文楽、歌舞伎の人気演目「曾根崎心中」の
はじまりは、お初の大坂三十三所観音めぐり
で、生玉さんの境内でお初は恋しい徳兵衛
と再会する。当時、生玉さんの社頭の蓮池
周辺は遊興の地で、様々な演芸の小屋が立
ち並んでおり、上方落語の始祖とも言われる
米澤彦八も元禄期から活躍していたという。
また、高津宮は、文楽、歌舞伎の代表作「夏
祭浪花鑑（なつまつりなにわかがみ）」との関係
性を持つ。クライマックスは、主人公団七の
舅殺しの場で、高津宮の夏祭りの宵宮を背
景に起こる（上方歌舞伎 　号、夏祭　号）。
　　

█工都大阪の発展と
　市街地化の進展
高麗橋筋には元禄期から三井呉服店
や三井両替店をはじめ様々な業種の店
が立ち並んだ。明治期の高麗橋を描い
た『上方』の表紙（　 号）を見ると、近
代的な鉄橋になっており、川向こうには
天満の紡績工場だろうか、たくさんの
煙突が並ぶ。この時期、上町台地を含
め周辺地域の市街地化や鉄道などの
交通網の整備が急速に進んでいる。

█井原西鶴墓と
　近松門左衛門墓
松尾芭蕉と並んで「元禄の三文人」と称され
大坂で活躍した井原西鶴と近松門左衛門の
墓は意外に近くに存在する。西鶴墓は中央
区上本町の誓願寺境内にある（西鶴記念　、 
　 号、　 号の輪講会、　  号の年譜ほか）。
この墓は、近代になって尾崎紅葉、幸田露伴
らによって再発見されたとも言われる（　 号）。
近松門左衞門の墓は空堀商店街近くの谷町
筋にある。この谷町の墓は、この地に存在し
た法妙寺にあったもので、1967年に地下鉄
谷町線の工事の影響などでお寺は大東市に
移転したが、近松の墓だけがこの地に残され
たという（　 、　 、　 号ほか）。

█夕陽丘付近にあった 三大料亭
上町台地の夕陽丘あたりには、江戸時代、「福屋宴席」、「浮瀬（う
かむせ）」、「西照庵」という三つの大料亭があった。当時の人た
ちは、大阪湾を一望し、夕陽を眺めながら宴を楽しんだのだろ
うか。中でも浮瀬は、江戸時代の『摂津名所図会』や十返舎一
九の『東海道中膝栗毛』にも登場。松尾芭蕉のほか、与謝蕪村、
太田南畝、滝沢馬琴などの文人たちも訪れた。その店名はあわ
び貝でつくった秘蔵の大盃の名（７合５勺）にちなむという（　 号）。

００

００

●七墓めぐりは、大阪の周辺に
あった7か所の墓地をめぐるもの（上
町台地は小橋墓地）。数人の仲間で
鉦や木魚を叩いて夜通し念仏回向を
するもので、江戸時代から明治にかけ
て、盂蘭盆会に七墓を巡拝して無縁
仏を供養することが流行した（　 号）。

█四天王寺舞楽と
　芸能の歴史
毎年４月22日の聖霊会で披露される舞
楽の伝統は長い（　 、  　）。中世の俊徳
丸の物語でも稚児舞楽を演じた際に、
主人公が隣村の長者の娘・乙姫と出会う。
中世の一遍上人絵伝には、四天王寺で
鍛錬する芸人の様子も描かれている。ま
た縁日の見世物は、近代の四天王寺の彼
岸名物「たこたこ眼鏡」（ 　 号表紙）など
を経て、現在の大道芸にもつながっている。
芸能の起源や歴史を論じた大阪出身の
民俗学者・折口信夫の作品『身毒丸』で
主人公は田楽を舞う。若い頃に見た四天
王寺舞楽は、折口の学問の確立にも大
いに寄与したと言われている。
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災
害
文
化
に
つ
い
て

特
集
し
た
。1
9
3
4
年
9
月
21
日
、

超
大
型
の
第
一
室
戸
台
風
が
襲
来
し

て
、大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
関
西
地

方
は
、甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。『
上

方
』第

　

  

号（
10
月
号
）は
、急
遽
予

定
を
変
更
し
て〈
上
方
大
風
水
害
号
〉

を
出
し
た
。表
紙
絵
は「
大
台
風
四

天
王
寺
五
重
塔
倒
壊
図
」。こ
の
猛

烈
な
台
風
で
、四
天
王
寺
の
塔
が
崩

れ
落
ち
た
。
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１

１

1 1

139

３ 13７

75

木造の高麗橋（浪花百景、初代長谷川貞信）
大阪市立図書館デジタルアーカイブより
木造の高麗橋（浪花百景、初代長谷川貞信）
大阪市立図書館デジタルアーカイブより

をんごくが描かれた
表紙（　 号）
をんごくが描かれた
表紙（　 号）

挿絵に使われた西鶴像（ 　号）挿絵に使われた西鶴像（　 号）

「上町台地今昔タイムズ」第10号と関連
して、インタビュー集「暁鐘成のしおり」
を作成（2018）

「上町台地今昔タイムズ」第10号と関連
して、インタビュー集「暁鐘成のしおり」
を作成（2018）

挿画「天王寺の蛸々おどり」（ 　号）挿画「天王寺の蛸々おどり」（　 号）

梅屋敷（浪花百景）
大阪市立図書館デジタルアーカイブより
梅屋敷（浪花百景）
大阪市立図書館デジタルアーカイブより
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21

【
お
地
蔵
さ
ん
と 

ま
ち
】

「
上
町
台
地
今
昔
タ
イ
ム
ズ
」第
８
号
で
は
、大

阪
の
地
蔵
と
路
地
を
め
ぐ
る
先
駆
的
な
調
査

研
究
と
し
て
、『
上
方
』掲
載
の
船
本
茂
兵
衛
の

論
考「
地
蔵
祭
と
地
蔵
尊
の
由
来
」（

　

 

・

　

 

・

　

 

号
）が
大
き
く
参
考
に
な
っ
た
。お
地
蔵
さ

ん
と
路
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
、近
代
化
や

公
衆
衛
生
の
普
及
に
よ
る
軒
下
の
地
蔵
の
減
少
、

一
方
で
根
強
い
地
蔵
信
仰
。変
わ
る
も
の
と
変

わ
ら
な
い
も
の
の
理
解
に
も
つ
な
が
っ
た
。ま

た
、地
蔵
盆
の
行
事
や
盆
踊
り
の
賑
わ
い
に
つ

い
て
も
大
い
に
示
唆
を
受
け
た（

　

  

号
ほ
か
）。

【
お
地
蔵
さ
ん
と 

ま
ち
】

「
上
町
台
地
今
昔
タ
イ
ム
ズ
」第
８
号
で
は
、大

阪
の
地
蔵
と
路
地
を
め
ぐ
る
先
駆
的
な
調
査

研
究
と
し
て
、『
上
方
』掲
載
の
船
本
茂
兵
衛
の

論
考「
地
蔵
祭
と
地
蔵
尊
の
由
来
」（

　

 

・

　

 

・

　

 

号
）が
大
き
く
参
考
に
な
っ
た
。お
地
蔵
さ

ん
と
路
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
、近
代
化
や

公
衆
衛
生
の
普
及
に
よ
る
軒
下
の
地
蔵
の
減
少
、

一
方
で
根
強
い
地
蔵
信
仰
。変
わ
る
も
の
と
変

わ
ら
な
い
も
の
の
理
解
に
も
つ
な
が
っ
た
。ま

た
、地
蔵
盆
の
行
事
や
盆
踊
り
の
賑
わ
い
に
つ

い
て
も
大
い
に
示
唆
を
受
け
た（

　

  

号
ほ
か
）。
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【
郷
土
玩
具
の
背
景
】

「
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
」第
７
号
で
は

生
玉
人
形
を
入
口
に
大
阪
の
も
の
づ
く
り
と

文
化
に
迫
っ
た
。『
上
方
』で
は
、民
俗
資
料
と

し
て
の
郷
土
玩
具
に
大
き
く
着
目
し
て
、創
刊

号
か
ら
と
り
あ
げ
て
い
る
。お
も
ち
ゃ
絵
の
作

者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
絵
師
・
川
崎
巨
泉
の
論

考（ 

　号
）の
ほ
か
に
、特
集
号
も
出
さ
れ
て

い
る（

　

  

、
　

  

号
）。特
に
、生
玉
人
形
に
つ

い
て
は
、生
玉
さ
ん
の
近
所
で
つ
く
ら
れ
て
い

た
の
が
失
わ
れ
た
経
緯
や
、相
撲
人
形
に
つ
い

て
も
、写
真
の
記
事
か
ら
、大
江
神
社
の
近
く

で
人
形
を
売
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

【
郷
土
玩
具
の
背
景
】

「
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
」第
７
号
で
は

生
玉
人
形
を
入
口
に
大
阪
の
も
の
づ
く
り
と

文
化
に
迫
っ
た
。『
上
方
』で
は
、民
俗
資
料
と

し
て
の
郷
土
玩
具
に
大
き
く
着
目
し
て
、創
刊

号
か
ら
と
り
あ
げ
て
い
る
。お
も
ち
ゃ
絵
の
作

者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
絵
師
・
川
崎
巨
泉
の
論

考（ 

　号
）の
ほ
か
に
、特
集
号
も
出
さ
れ
て

い
る（

　

  

、
　

  

号
）。特
に
、生
玉
人
形
に
つ

い
て
は
、生
玉
さ
ん
の
近
所
で
つ
く
ら
れ
て
い

た
の
が
失
わ
れ
た
経
緯
や
、相
撲
人
形
に
つ
い

て
も
、写
真
の
記
事
か
ら
、大
江
神
社
の
近
く

で
人
形
を
売
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
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◆
武
部
好
伸
　
作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

❶
2
0
1
6
年
に
上
梓
し
た『
大
阪「
映
画
」事
始
め
』（
彩
流
社
）の
取
材
で
、

映
画
黎
明
期
の
事
ど
も
を
調
べ
る
た
め
に
手
に
取
っ
た
の
が
最
初
で
し
た
。
以

降
、と
き
ど
き
図
書
館
で
閲
覧
し
、
我
が
故
郷
・
大
阪
の
知
ら
な
か
っ
た
面
を
い

ろ
い
ろ
習
得
で
き
ま
し
た
。

❷
『
初
期
の
道
頓
堀
活
動
写
真
』（
　 

号
）、

『
上
方
に
発
生
せ
し
映
画
文
化
の
先
駆
者
』

（
　  

号
）、『
最
初
の
戦
争
映
画
と
山
中
翁
』

（
　 

号
）な
ど
が
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
映
画
史
は
東
京
中
心
な
の
で
、
大
阪
か

ら
見
据
え
た
視
点
に
刺
激
を
覚
え
ま
し
た
。

❸
『
天
王
寺
と
見
世
物
』（
　 

号
）、『
上
町
よ
り
南
大
阪
』（
　 

号
）と『
北
上
町

よ
り
城
北
へ
』（
同
）、『
生
國
魂
神
社
』（
　 

号
）な
ど
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

古
き
良
き
時
代
の
上
町
台
地
の
情
景
が
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

 

◆
田
野

　登
　
大
阪
民
俗
学
研
究
会
代
表

❶
名
著
出
版
か
ら「
都
会
の
地
蔵
さ
ん
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」の
１
年
間
12
回
連
載

を
頼
ま
れ
執
筆
を
開
始
し
た
の
は
、1
9
8
8
年
１
月
の
こ
と
。1
9
3
3
年
の
高

津
·
日
本
橋
の
路
傍
の
地
蔵
尊
の
異
名
か
ら
祭
祀
組
織
、祈
願
内
容
、由
来
に
及
ぶ

悉
皆
調
査（
第
　 

・
　 

・
　 

号
）を
多
く
引
用
し
た
。

❷
「
郷
土
玩
具
号
」　  

号(

1
9
4
0
・
６)

、「
続

郷
土
玩
具
号
」　  

号(

1
9
4
0
・
７)

に
は
、社

寺
の
頒
布
す
る
縁
起
物
を
挙
げ
、「
現
代
民
俗
学
」

が
と
り
あ
げ
て
い
る
民
俗
の
再
生
・
創
成
・
フ
ォ
ー

ク
ロ
リ
ス
ム
ス
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

❸
「
天
王
寺
研
究
号
」　  

号(

1
9
3
1
・
３)

に
は
、
四
天
王
寺
周
辺
の
歴
史
・
民
俗
・
名
所
等
を
隈
な
く
取
り
上
げ
、一
柳
安
次

郎「
天
王
寺
詣
の
思
出
」に
見
え
る「
ヤ
マ
行
き
」な
る
語
か
ら
は
上
町
台
地
を
軸

に
そ
の
周
縁
部
一
帯
が
大
阪
人
に
と
っ
て
の
聖
な
る
空
間
だ
っ
た
と
分
か
る
。
　

 

　◆
佐
藤  

隆
　
大
阪
市
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
部
文
化
財
保
護
課  

主
任
学
芸
員

❶
大
阪
歴
史
博
物
館
に
勤
務
し
て
い
た
頃
に
、
職
場
の
書
棚
に
並
ん
で
い
た
復

刻
版
を
手
に
取
っ
た
の
が
初
め
て
だ
っ
た
か
と
。「
阿
弥
陀
池
」に
関
す
る
原
稿

（「
お
お
さ
か
の
名
所 

阿
弥
陀
池
の
構
造
と
そ
の
歴
史
」：『
大
阪
の
歴
史
と
文

化
財
』第
15
号 

2
0
0
5
年
）に
引
用
し
ま
し
た（
第
　 

号
）。

❷
第
　  

号
の「
七
墓
め
ぐ
り
」の
特
集
は
、「
大
坂
七
墓
」の
ま
と
ま
っ
た
解
説
と

し
て
現
在
で
も
重
要
な
基
本
文
献
で
す
。「
南
濱
墓
」「
蒲
生
墓
」以
外
は
、一
部
が

発
掘
調
査
さ
れ
た「
梅
田
墓
」を
含
め
て
廃
絶
し
て
お
り
、正
確
な
場
所
の
推
定

や
そ
の
他
の
研
究
で
も
こ
の
特
集
が
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

❸
現
在
、
大
阪
市
指
定
と
な
っ
て
い
る
文
化

財
に
関
連
す
る
記
事
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
ま

す
。そ
の
う
ち
近
年
の
事
例
で
は
、「
四
天
王
寺

英
霊
堂（
旧
鐘
楼
）」に
吊
ら
れ
た
巨
大
な
梵
鐘

（
戦
時
供
出
に
よ
り
現
存
せ
ず
）に
つ
い
て
の

詳
細
な
記
事
が
あ
り
ま
す（
第
　 

・
　 

号
）。

 

　

◆
飯
田
直
樹　
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員

❶
明
治
期
大
阪
の
卒
業
論
文
を
準
備
し
て
い
る
時
期
に
出
会
い
ま
し
た
。も
う

30
年
以
上
前
の
こ
と
で
、場
所
は
中
之
島
図
書
館
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

❷
大
阪
城
天
守
閣
の
南
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、

石
碑「
大
地
震
両
川
口
津
波
記
」の
碑
文
を
印
刷
し
た

一
枚
物
が
あ
り
、裏
に
貼
ら
れ
る
メ
モ
か
ら
碑
文
作
者

が
大
行
寺
信
暁
と
わ
か
り
ま
し
た
。メ
モ
は
南
木
芳

太
郎
が
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、『
上
方
』を
調

べ
る
と
、第
　  

号
に
石
碑
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

❸
強
い
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、質
問
２
で
答
え
た
第
　  

号(

上
方
大
風
水
害
号
）

で
す
。こ
の
号
は
、昭
和
９
年
の
室
戸
台
風
に
よ
る
被
害
に
関
す
る
も
の
で
、四

天
王
寺
の
五
重
塔
崩
壊
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

◆
足
代
健
二
郎　
猪
飼
野
探
訪
会

　代
表

❶
第
　  

号【
天
王
寺
研
究
号
】。「
天
王
寺
七
宮
」や
、
南
大
門
脇
の「
天
王
寺
十

五
社
」の
こ
と
を
知
り
、そ
れ
ら
の
神
社
に
興
味
を
持
っ
た
。

〇「
天
王
寺
十
五
社
」に
関
し
て
は
、の
ち
に『
都
島
神
社
　
平
成
大
改
修
記
念
誌
』

掲
載
の
拙
文
で
詳
述
し
た
。

〇『
落
語
天
王
寺
詣
り
』収
録
は
貴
重
で
あ
る
。

❷
第
　  

号
掲
載
、
笑
福
亭
枝
鶴『
落
語
天
王
寺
詣

り
』。
抜
粋
←

「（
石
の
鳥
居
）柱
の
根
元
を
見
い
、石
の
出
し
ゃ
ば
っ

て
あ
る
所
が
三
つ
あ
る
。
蛙
が
彫
っ
て
あ
っ
た
の
や
。

時
代
が
つ
い
て
馴
れ
て
終
う
た
ん
や
。
上
が
箕
で
下
が

蛙
。
上
か
ら
下
へ
身
い
返
る
」「
私
が
こ
こ
で
び
っ
く
り
返
る
」

 

◆
高
橋
俊
郎　
元
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
副
館
長
・
オ
ダ
サ
ク
倶
楽
部
代
表

❶
50
年
前
の
大
阪
市
立
図
書
館
に
勤
め
始
め
た
最
初
に
、郷
土
資
料
で
重
要
な
雑

誌
と
し
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
各
地
へ
の
文
学
散
歩
の
際
に
も
、歴
史
事
項

の
参
照
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
。新
和
出
版
社
の
復
刻
版
を
よ
く
使
用
し
ま
し
た
。

雑
誌
『
大
阪
春
秋
』の
編
集
に
一
部
携
わ
っ
た
の
も
、『
郷
土
研
究  

上
方
』の
幅
広
く
、

興
味
の
尽
き
な
い
編
集
方
針
に
あ
こ
が
れ
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

❷
肥
田
晧
三
先
生
は『
郷
土
研
究  

上
方
』の
記
事
内
容
に
つ
い
て
、
空
で
何
で
も
答

え
て
い
ら
し
た
の
で
、そ
の
記
憶
力
に
は
常
に
驚
愕
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

懐
か
ら「
別
巻
総
目
次
・
索
引
」の
縮
刷
版
を
取
り
出
さ
れ
た
の
で
、
納
得
が
い
き

ま
し
た
。
先
生
は
常
に「
別
巻
総
目
次
・
索
引
」を
携
帯
し
て
、
引
か
れ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
知
識
の
源
の
一
つ
が『
郷
土
研
究  

上
方
』で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
、私
も
よ
く
目
を
通
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

❸
天
王
寺
図
書
館
長
と
し
て
赴
任
し
た
折
に
、「
第
１
巻
第
　  

号
天
王
寺
研
究

号
」を
詳
し
く
閲
覧
し
ま
し
た
。天
王
寺
区
に
関
す
る
郷
土
研
究
書
は
数
あ
り
ま

す
が
、こ
の「
天
王
寺
研
究
号
」は
常
に
読
み
返

し
て
い
ま
し
た
。四
天
王
寺
さ
ん
の「
蛸
々
眼
鏡
」

や
生
國
魂
神
社
の「
生
玉
人
形
」な
ど
に
つ
い
て

も
、こ
の「
天
王
寺
研
究
号
」か
ら
知
識
を
得
ま

し
た
。
執
筆
陣
の
多
様
性
が
、
記
事
内
容
の
多

様
化
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

 

◆
明
尾
圭
造　
大
阪
商
業
大
学
教
授

❶
高
校
生
の
頃
、中
之
島
図
書
館
で
復
刻
版
を
見
た
の
が
最
初
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。夏
休
み
の
課
題
を
放
っ
た
ら
か
し
て
読
ん
だ
も
の
で
す
。そ
の
後
、古
書
店
や

即
売
会
で
貞
信
の
木
版
表
紙
を
目
当
て
に
元
版
を
買
い
ま
し
た
。重
厚
な
執
筆
陣

と
広
範
囲
の
内
容
は
い
ま
だ
に
調
査
研
究
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❷
「
大
阪
明
治
文
化
号
」（
　  

号
）は
最
初
に
買
っ
た『
上
方
』で
し
た
。
巻
頭
図
版

で
紹
介
さ
れ
た
南
地
五
花
街
の
名
妓
に
心
惹
か

れ
た
の
と
、発
行
人
南
木
芳
太
郎
の
序
文
も
気
合

が
入
っ
た
も
の
で
、そ
れ
は
執
筆
陣
の
豪
華
さ
に

も
反
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。明
治
大
阪
の
思
い
出

を
記
し
た
幸
田
成
友
や
村
島
帰
之
の
明
治
末
期

の
観
覧
場
紹
介
が
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

 

◆
藤
田
富
美
恵
　
童
話
作
家

❶
大
阪
の
代
表
的
な
庶
民
娯
楽
で
あ
っ
た
の
に
、
今
で
は
知

る
人
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た「
俄（
に
わ
か
）」。

ち
ょ
っ
と
残
念
に
思
い
書
き
残
し
た
い
と
思
い
は
じ
め
た
時
、

『
郷
土
研
究 

上
方
』に
出
会
い
読
み
は
じ
め
ま
し
た
。

❷
大
阪
の
漫
才
・
落
語
・
喜
劇
の
源
流
と
も
言
え
る「
俄
」の
衰
退

は
父（
秋
田
實
）も
気
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、コ
ラ
ム
等
に「
俄
」の

こ
と
を
連
載
。そ
れ
ら
を
読
後
、『
上
方
』で
読
ん
だ「
大
阪
二
○

加
の
思
ひ
出(

　 

号)

」「
俄
の
舞
台
写
真(

　  

号)

」等
は
、昭
和

初
期
の
俄
の
様
子
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
嬉
し
い
出
会
で
し
た
。

❸
高
津
神
社
の
近
く
に
あ
っ
た
梅
の
名
所「
梅
屋
敷
」が『
上

方(

　 

号)

』の
表
紙
に
。
ま
た
同
誌
に
は「
梅
屋
敷
」の
説
明

も
。
古
来
よ
り
浪
花
の
土
地
は
梅
と
深
い
縁
が
結
ば
れ
て
い

る
そ
う
で
、こ
の
記
事
に
出
会
っ
て
以
来
、
毎
年
２
月
に
な
る

と
高
津
神
社
の
梅
を
見
に
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

 

◆
肥
田
美
知
子

亡
夫
肥
田
晧
三
の
思
い
出
を
申
し
上
げ
ま
す
。

❶
子
供
の
頃
、家
に『
上
方
』が
あ
り
ま
し
た
。表
紙
の
貞
信
さ
ん
の
絵
が
何
と
も

言
え
ず
好
き
で
し
た
。か
み
が
た
、だ
け
は
読
め
ま
し
た
。「
か
み
が
た
」て
何
や
と

言
う
訳
で
す
。祖
父
に「
郷
土
史
家
に
な
り
た
い
」と
言
っ
た
所
「
郷
土
史
家
は
職

業
や
な
い
で
」と
諭
さ
れ
ま
し
た
。が
、晩
年
に
な
っ
て「
と
う
と
う
郷
土
史
家
に

な
っ
た
な
ぁ
」と
良
く
申
し
て
い
ま
し
た
。

❷
南
木
さ
ん
に
は
良
き
大
阪
の
復
活
と
興
隆
と
い
う
意
志
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
南
木
さ
ん
が
企
画
実
行
し
た
催
し
事（『
上
方
』行
事
）も
重
要
で
し
た
。
主

人
も
常
に
前
向
き
で
、
昔
の
大
阪
が
良
か
っ
た
と
は
一
度
も
言
っ
た
事
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

❸
先
年
、
大
阪
歴
史
博
物
館
で
、
松
川
半
山
画
・

花
屋
庵
鼎
左
賛
、
暁
鐘
成
の
肖
像
画
が
修
復
記
念

に
展
観
さ
れ
ま
し
た
。
主
人
は
『
上
方
』の
人
達
は

こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
ん
や
な
ァ
、
知
っ
た
ら
大
騒

ぎ
に
な
っ
た
や
ろ
う
と
感
無
量
で
し
た
。い
ち
早
く
「
今

昔
タ
イ
ム
ズ
10
号
」で
鐘
成
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
さ
れ
た
の
を
（
肖

像
画
に
）す
ぐ
に
気
が
付
い
て
、え
ら
い
な
ァ
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

❶ 『
郷
土
研
究 

上
方
』と
の
馴
れ
初
め
（
出
会
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
）に

つ
い
て
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。

❷ 『
郷
土
研
究 

上
方
』全
号
の
中
で
、
最
も
心
惹
か
れ
・
影
響
を
受
け
た

特
集
や
記
事
等
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

❸ 『
郷
土
研
究 

上
方
』に
掲
載
さ
れ
た
、
上
町
台
地
に
関
わ
る
、
記
憶
に

残
る
特
集
や
記
事
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の「
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
」に
コ
メ
ン
ト
を

お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
有
縁
の
方
々
に
、以
下
の
❶
❷
❸
の

設
問
に
つ
い
て
改
め
て
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

❶
私
は
1
9
8
7
年
1
月
1
日
付
で
大
阪
城
天
守
閣
学
芸
員
に

採
用
さ
れ
、2
0
2
2
年
3
月
31
日
に
大
阪
城
天
守
閣
館
長
を

退
任
す
る
ま
で
、
35
年
3
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
大
阪
城
天

守
閣
に
勤
務
し
ま
し
た
。
大
阪
城
天
守
閣
は
①
豊
臣
時
代
歴
史

資
料
、③
武
器
・
武
具
参
考
資
料
、④
城
郭
参
考
資
料
と
と
も

に
、②
大
阪
郷
土
歴
史
資
料
を
4
本
の
柱
の
一
つ
と
し
て
博
物
館

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
郷
土
研
究 

上
方
』の
編
集
・
発

行
人
で
あ
っ
た
南
木
芳
太
郎
氏
の
収
集
に
か
か
る
近
世
〜
近
代

の
大
阪
庶
民
の
生
活
・
庶
民
文
化
に
関
す
る
一
大
資
料
群
「
南

木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」を
収
蔵
し
て
お
り
、「
南
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

シ
リ
ー
ズ
」と
題
し
た
展
覧
会
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
阪
城
天
守
閣
の
学
芸
員
と
し
て
仕
事
を
す
る
上
で
、
大
阪
の

郷
土
史
や
文
化
・
風
俗
・
年
中
行
事
な
ど
を
調
べ
る
際
、『
郷
土
研

究  

上
方
』は
必
要
不
可
欠
な
文
献
で
し
た
。

❷
私
は
大
阪
城
天
守
閣
に
在
勤
中
、
1
9
8
8
年
に
開
催
し

た『
南
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
第
８
回 

上
方
の
ち
ら
し
・

引
札
展
』を
皮
切
り
に
、『〝
上
方
〞へ
の
誘
い―

南
木
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
名
品
展―

』『
浪
花
百
景―

い
ま
・
む
か
し―

』『
浮
世

絵
師
　
初
代
長
谷
川
貞
信
が
描
い
た
幕
末
・
明
治
の
大
阪―

「
水

の
都
」の
原
風
景―

』な
ど
、
大
阪
の
郷
土
史
に
か
か
わ
る
展

覧
会
を
都
合
10
回
、
開
催
し
ま
し
た
。
中
で
も
私
は『
浪
花
百

景
』『
花
暦
浪
花
自

慢
』と
い
っ
た
浮
世

絵
や『
摂
津
名
所

図
会
』『
浪
華
の
賑

ひ
』『
淀
川
両
岸
一

覧
』な
ど
の
名
所
図

会
、
ち
ら
し
・
引
札

の
世
界
で
活
躍
し
た

浮
世
絵
師
・
挿
絵
画
家
た
ち
に

た
い
へ
ん
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に

と
っ
て
、
第
　  

号
の「
大
阪
明

治
挿
繪
畫
家
號
」は
た
い
へ
ん

あ
り
が
た
い
特
集
号
で
、い
ろ

い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

❸
1
9
8
8
年
に
開
催
し
た

『
南
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー

ズ
第
８
回
　
上
方
の
ち
ら
し
・
引
札
展
』
で
「
丹
波
屋
九
里
丸
」

「
さ
つ
ま
屋
い
も
助
」と
い
う
二
人
の
東
西
屋
（
ち
ん
ど
ん
屋
）

の
ち
ら
し
を
展
示
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
東
西
屋
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、「
人
気〝
東
西
屋
〞ラ
イ
バ
ル
物
語―

丹

波
屋
九
里
丸
と
さ
つ
ま
屋
い
も
助―

」と
い
う
拙
文
を
ま
と
め

ま
し
た
（
拙
著
『
大
坂
城
と
大
坂
・
摂
河
泉
地
域
の
歴
史
』
所
収
）。

こ
の
拙
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
漫
談
家
・
花
月
亭
九
里
丸

さ
ん
が
執
筆
さ
れ
た「〈
明
治
の
大
阪
風
俗
史（
二
）〉漫
談
　
大

阪
が
生
ん
だ
東
西
屋
」（
第
　 

号
）、「
明
治
三
軒
長
屋
」（
第 

　 

号
）、「
嫁
入
行
列
の
東
西
屋
」（
第 

　 

号
）が
た
い
へ
ん
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
花
月
亭
九
里
丸
さ
ん
は
東
西
屋
「
丹
波
屋
九
里

丸
」の
息
子
さ
ん
で
、「
野
漠
（
の
ば
く
）」と
呼
ば
れ
た
大
阪
市

南
区
西
賑
町（
現
在
の
大
阪
市
中
央
区
谷
町
六
丁
目
付
近
）の

出
身
で
す
。
そ
う
い
う
と
、
花
月
亭
九
里
丸
の
息
子
の
渡
辺
さ
ん

か
ら
、
拙
文
を
読
ん
だ
と
お
電
話
を
頂
戴
し
、
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
現
代
に
ち
ん
ど
ん
文

化
を
蘇
ら
せ
た
林
幸
治
郎
さ
ん
率
い
る
東
西
屋
（
ち
ん
ど
ん
通

信
社
）が
、
東
西
屋
「
丹
波
屋
九
里
丸
」ゆ
か
り
の
こ
の
地
域
を

拠
点
に
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
の
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

◆
北
川

　央
　
九
度
山
・
真
田
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉
館
長（
大
阪
城
天
守
閣
前
館
長
）
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█神官の家に生まれ、島之内界隈で育つ
南木芳太郎（1882-1945）の幼少期から青年期の経歴は一部不明な点があった
が、父親の神官・南木贇良（あやよし 1848-1922）の略歴が記された『南木贇良翁
年譜略』（１９１８・大正7年）、芳太郎と一緒に撮影された写真（１９１０・明治43年）、晩年
の肖像画（肉筆掛軸）などが現存し、南木芳太郎の足跡も少しわかった。
4歳の時、生母・和世子が流産により亡くなる。5歳で南区公立御津小学校に入学、
のちに島之内の育英高等小学校に進学するが、病弱で通えなくなり卒業できな
かった。8歳頃、贇良の後妻・政が菓子製造小売業を開始、11歳の時、新屋敷（三
津寺町二百四十七番屋敷の向い側）で鐵冷礦泉湯屋業を開始した。
█本屋の店員から、文学への関心も深まる
その後10代前半で放浪の旅に出たことは確かなようだが、一説では13歳で本
屋の店員になったという。それから少しして長崎に渡り、のちに小説家となる平
山蘆江（1882-1953）らと『半秋』という雑誌を出した。また20歳頃、東京神田の書
店に住み込んで働いていたとされるが、口伝と『なにわ町人学者伝』（潮出版社 
1983・昭和58年）に掲載された筒井之隆による記述（南木芳太郎の項）以外に

資料がなく、断定できない。1910（明治43）年に船場の糸屋「志茂」の次女・志茂静と結婚したが、身分の差に
加えて当時では珍しい恋愛結婚だったようだ。このころから、貴重な古典籍のコレクションが形成されていった。
因みに静は再婚で、前夫は華族であったという。
█古典籍の南木コレクション形成と現存する目録
明治末から『上方』を創刊した1931（昭和6）年頃までに蒐集した書物のコレクションは『南木文庫蔵書目録』
として1932（昭和7）年4月に東京の一誠堂書店より出版。所載された1185件の大半は劇文献や浄瑠璃本な
ど孤本や珍本を含む演劇関係の和本だが、残念ながらほぼすべて1945（昭和20）年の戦災で消滅している。
中身は失われたが、上記目録は南木芳太郎の趣味嗜好を推量できる貴重な文献と言えよう。

曾祖父・南木芳太郎の足跡をたどって
南木ドナルドヨシロウ（南木芳太郎曾孫）
          

南木贇良肖像（提供筆者）

25

3 3
大阪俄のボテカヅラ（ 目次カット、川崎巨泉、  　号）暁鐘成の肖像から描いたイラスト

46
3

南木コレクションのテーマ展
から書籍を出版

特別展の図録

23

94

郷土玩具の記事は何度
も掲載（  　号）24
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企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　
問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

U-CoRo  STEP 1

　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ
クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

伝
説
の
生
玉
人
形
と
た
ど
る

も
の
づ
く
り
と

文
化
の
原
風
景

伝
説
の
生
玉
人
形
と
た
ど
る

も
の
づ
く
り
と

文
化
の
原
風
景

　
千
日
前・法
善
寺
境
内
で
旅
の
役
者
が
内
職
に
つ
く
り
始
め
た
操
り
人

形
が
原
型
で
は
と
も
、生
國
魂
神
社
ゆ
か
り
の
上
方
落
語
の
開
祖・米
沢
彦

八
が
得
意
と
し
た
、大
名
の
物
真
似
姿
を
模
し
た
も
の
が
始
ま
り
で
は
と
も

い
わ
れ
る「
生
玉
人
形
」。伝
説
に
包
ま
れ
た
そ
の
姿
に
導
か
れ
、未
来
に
向

け
て
、上
町
台
地
に
息
づ
く
も
の
づ
く
り
と
文
化
の
原
風
景
を
た
ず
ね
ま
す
。

江戸時代中期・元禄時代、
生國魂神社境内で「しか
た物真似」などを演じて人
気を博し、上方落語の祖と
される米沢彦八。写真は同
社境内の記念碑に刻まれ
た、立て烏帽子姿で大名
の物真似をする彦八の図。

天王寺区に生まれた日本画家・生田花朝の作品「春昼」。神社の境内で遊ぶ子どもたちの姿がモチー
フ。生涯にわたり大阪の市井の人々 の生活文化を描いた。（昭和38(1963）年、大阪市立美術館蔵）

■子どもたちの遊びにもなった人形浄瑠璃
　明治生まれの女性、日本画家の生田花朝（1889-1978年）は、大阪の庶民の
暮らしの風景を回顧し柔らかな筆遣いで描いています。生國魂神社の絵馬堂
で、昔の子どもたちが遊びに興じる様子を描いた作品もその一つ。バイ貝のコマ
回しに熱中する子どもたちの周りに、生玉人形を持っている
子の姿（左端） が見えます。
　江戸時代から明治・大正・昭和へ、時代の移り変わりとと
もに、生玉人形を操る子どもたちの遊びも変わっていった
のでしょう。古くは人形浄瑠璃の演目に因んで、細かな役名
まで設定されていたようですが、やがて、大名、三番叟、武
士、爺、婆、町人、娘の七種類ほどになっていったようです。

■瓦とともにつくられた、
土人形と生活文化

　現在の大阪のまちの原型が築かれていった江戸時代、大量の屋
根瓦を生産するために、良質の土と水のある上町台地の一角、大
坂城の南方（現在の空堀商店街界隈）に瓦の生産地・瓦屋町が設
けられました。2008年に行われた発掘調査で、瓦生産の遺物のみ
ならず、陶器生産や金属加工、ベンガラ生産に関わる資料とともに、
さまざまなモチーフの土人形をはじめ、ままごと道具、箱庭道具、
お面、コマ、土鈴、泥メンコなど、大量の土製ミニチュア玩具が出土。
上町台地のものづくりの広がりと当時の生活文化のつながりを明ら
かにする、大きな発見となりました。

■おがくずと反故紙が、
大坂名物の人形に

　江戸時代、瓦屋町にほど近い東横堀川沿いの材
木町では製材が、農人橋界隈では農機具生産が、
盛んに行われていたそうです。そこから大量に出てく
るおがくずを材料に、福神さんから身近な動物ま
で、ユーモラスな練人形が生み出されていきました。
　また、紙の需要が多かった商都大坂では、商家
や版元から出てくる書き損じ等の反故（ほご）紙も、
さまざまな張子玩具の材料になりました。病除けの
虎や、鯛に乗った恵比須さんをはじめ、バラエティの
豊かさ、もち運びの容易さ、丈夫さ安さも強みに、
庶民の暮らしになじみ大いに愛されました。

■上町台地の体験が
「おまけ（豆玩）」の原点
　時は下り、大正時代に上町台地で幼時を
過ごし、長じてグリコのおまけ係として独自の
おまけ（豆玩）文化を生み出した宮本順三さ
ん（1915-2004年）。駄菓子屋のあてもん、縁
日で売られていた張子人形や生玉人形…。と
りわけ印象に残っているという、四天王寺の
彼岸会に境内で人気を集めた「たこたこ踊り」
など。ものづくりと玩具のふるさとともいえる、
上町台地での原体験が、〝おまけ博士″の原
点。戦前・戦後の子どもたちの心を育んだ、
おまけの数 に々受け継がれていったのです。

■「おもちゃ絵」の中で息を吹き返す人形たち
　まちや暮らしの風景の中から、江戸・明治の面影が失われていくにつれ、大
量生産への批判も芽生え、郷土の文化への関心も高まりをみせます。大阪で
も郷土玩具の蒐集・研究が熱を帯びていきます。その中心にいた一人が、川
崎巨泉（1877-1942年）。絵師・画家・デザイナーとしての手腕を活かし、郷土玩
具の蒐集と記録に精力を注ぎ、独自の「おもちゃ絵」世界を後世に残しました。
　そんな世相のなか、昭和の初期まで生國魂神社近くで、前田直吉さんによ
って製作されていた生玉人形は、戦災によって完全に廃絶し、伝説の名玩具
となってしまいました。けれども、巨泉のおもちゃ絵の中に姿をとどめ、
ものづくりと文化の過去未来へと誘ってくれるのです。

　瓦屋町遺跡から出土した、江戸時代・18世紀後葉から19世
紀前葉の土人形などのミニチュア土製品。型も出土し、この地で
生産されていたことがわかる。（写真提供：大阪文化財研究所）

江戸時代中期の『摂津名
所図会』に描かれた、南瓦
屋町の瓦師たちの仕事ぶ
り。江戸時代初期に、御用
瓦師・寺島藤右衛門が広
大な土地を拝領し、瓦職
人を住まわせ、瓦生産が
行われるようになった。

川崎巨泉が描いた生玉人形。大名と娘。（大正・昭和前期の郷土玩具を描
いた『巨泉玩具帖』より、大阪府立中之島図書館「人魚洞文庫データベース」から）

上方郷土研究会の機関誌『上方』（昭和6
(1931）年創刊）では、第114・115号（昭和
15(1940）年6･7月発行)で郷土玩具を特
集。114号の表紙絵は長谷川小信「御堂前
人形店之圖」で、御堂筋拡幅まで御堂門
前に軒を連ねていた人形店を描いている。

※実物資料やおもちゃ
絵などを参考に、再現
された生玉人形（富田
林市の佐々木義昂氏
による）。

上町台地で今につながる、
ものづくりの源流

生玉人形

宮本順三さんが描いた「浪花郷土玩具集」。子どもの
頃から集めて遊んでいた思い出の玩具の数々。中央
に生玉人形、四天王寺聖霊会の木燕や猫門の土製
猫、住吉大社のユーモラスな裸雛や睦犬や初辰猫な
ど、幼い頃の原風景そのまま。（国立文楽劇場蔵）

　商都大阪は、実はものづくりのまちでした。上町台地で
繰り広げられてきたものづくりの歴史は、はるか難波宮以
前までさかのぼることができます。時代は古代・中世を経
て、近世・近代へ、幾多の政権交代、戦争や災害を乗り
越えてなお、上町台地は人とモノが行き交う、ものづくりの
拠点であり続けました。商売繁盛、無病息災、五穀豊穣、
国土安穏…、人々の願いの坩堝（るつぼ）ともなり、並び
立つ社寺の集積は参詣者を集め、さまざまな信仰や生活
文化のゆりかごともなりました。その結晶が、上町台地で生
まれた縁起物（社寺の授与品）や玩具の数々 です。

誕生は江戸時代、
芸能とものづくりの申し子
「生玉人形」
　江戸時代の名物図会（『五畿内産物図会』1813年）に、摂津の名物として「とらや
饅頭」「四ツ橋きせる」に並んで「生玉人ぎょう」の名と姿が美しく描かれています。人
形浄瑠璃の文楽人形を模したと思われる、子どもの遊び用の小さな操り人形です。
　その由来には諸説ありますが、井原西鶴、近松門左衛門、米沢彦八など、名だた
る文化人が集った生國魂神社（生玉さん）があってこそ。大人はもちろんのこと、子ど
もたちをも虜にした芸能文化の層の厚さと、土、竹、紙、布、塗料など、多彩な材料と
ものづくりの技の集積が出会って生まれた、申し子のような玩具です。

近鉄「八戸ノ里」駅から徒歩２分、
東大阪市下小阪5-1-21山三エイトビル３階
開館は10時～17時、開館日は土・日・祝祭日（火～木は要予約）　
http://www.omakeya-zunzo.com

東大阪市内に開設されている
「宮本順三記念館 豆玩舎ZUNZO」では、
おまけ博士といわれた順三さんの世界を体験できます！

江戸時代の大坂のまち並みを再現した「大阪くら
しの今昔館」。「人形屋 鯛屋作右衛門」さんの店
先には、練人形や張子人形、お面や風車やぶりぶ
り太鼓（でんでん太鼓）などの手遊び道具が並ぶ。

「大阪くらしの今昔館」では、江戸時代の人形
（玩具）屋さんで、手遊び道具の遊びを体験できます！

地下鉄「天神橋筋六丁目駅」③番出口直結、
大阪市立住まい情報センター８階
開館は10時～17時（入館は16寺半）、休館日は要確認
問合せ/06-6242-1170　http://konjyakukan.com

ご案内

■庶民文化を背景に老若男女が楽しんだ
文楽人形を模した生玉人形の誕生は、元禄年間（1688-1707

年）までさかのぼることができるのではないかといわれます。当時、
境内には芝居小屋や見世物小屋が軒を連ねて多種多様な芸能が
行われていたそうです。上方落語の祖・米沢彦八もその一人。子ど
もたちは、彦八の決め台詞や文楽の名場面の語りなどを口にしなが
ら、動かし遊んだのでしょうか。背景に、大阪の落語や文楽や歌舞
伎など、庶民に広く共有された文化が存在していてこそですね。昭
和初期まで受け継がれていた、紛れもない大阪の名玩具です。

中村文隆さん（生國魂神社 筆頭権禰宜・天王寺区）

UEM ACHIDA ICHI  KONJA KU TIMES

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　
問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

U-CoRo  STEP 1

　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ
クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

西俊徳地蔵尊

矢田地蔵尊

逢坂清水の融通地蔵尊
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昔の平野川に架けられた橋の傍らにあった
地蔵堂。前を通るのは俊徳街道で、ここは
河内高安の長者の子・俊徳丸が四天王寺
へ参る際に休憩した場所とも伝えられる。

聖徳太子の思いが受け継がれる台地
　四天王寺の近くに六万体町という地名があります。聖徳太
子が衆生救済のために、六万体の石の地蔵を彫って、この地
に埋められたとの伝説が脈 と々語り継がれています。以来千
数百年、さまざまに形を変えながら、上町台地にはお地蔵さん
と人々 がよりそって暮らすまちの文化が創り出されてきました。

六万体地蔵尊を
安置する眞光院。
付近には今も六万
体地蔵が埋まって
いると伝えられる。

現在の玉造駅から東に入った暗越奈良
街道沿いの路地にある地蔵堂。奈良の
矢田寺に縁があり、石のお地蔵さまには、
矢田寺への道しるべが彫られている。
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愛染堂の延命地
蔵尊も六万体地
蔵の由来を持つ。

「難波鑑」の盆踊りの図。（大阪
市立図書館デジタルアーカイブよ
り、タイトルバックは一部改変）

大坂近世の地誌「難波鑑」（1680
年）の地蔵祭の図。地蔵祭の日、門
脇に祀られたお地蔵さんの前に子
らが集まった様子が描かれている。
(大阪市立図書館デジタルアーカイブより)

この地蔵は鎌倉後期「正和六年」（1317年）の銘を
もつ。もとは一心寺門前の西、逢坂の途中にあった
ものだが、明治時代末の電車道拡張に際し、逢坂
清水の井戸枠とともに四天王寺・地蔵山に移された。

街道沿いで旅の安全を支える
　旅には危険がつきものだった時代。街道沿いは多くの
地蔵堂が設けられ、無縁の人々 が休息をとることのできる
場所にもなっていました。迷うことなく目的地へ着けるように、
お地蔵さんは頼りとなる道しるべの役もかねていました。
往来の安全のために、地域の内外の人々 の危険を減じ、
有形無形の恩恵を媒介する存在だったのです。

まちや村の出入り口で災いを防ぐ
　まちはずれの辻に安置されているのは、境界から
疫病や盗人などさまざまな災いが侵入してくるのを防
ぐためのお地蔵さんです。あらゆる人を救わねばなら
ないお地蔵さんは、千変万化、閻魔大王の姿に成り
変わっていることもあります。「摂津名所図会」（1790
年）には、合邦辻の閻魔堂の前で、子どもたちが縄で
通せんぼをする情景が描かれています。閻魔大王と
お地蔵さんと子どもたちが一体となって、遊びのなか
にもまちの境界を意識し災いを防ぐ含意がありました。

世につれ人につれ転変する運命
　まちなかのお地蔵さんは、少なからず転変の履歴を秘め
ています。戦災や都市化など、土地利用の変遷の激しい地
域にあって、人々の暮らしの傍らあるお地蔵さんの安住の
場は、まちの開発や世情とともに、移り変わっていきます。流
され、焼け出され、埋められ、盗まれ、掘り出され、あるときは
合祀され、あるときは拾われ、あるときは
譲られ、そして祀られる、お地蔵さんの足
跡はまちと暮らしの歩みそのものです。

六地蔵巡り・四十八地蔵巡り
　大坂では江戸時代に六地蔵巡りや
四十八地蔵巡りが人気を集めます。大
坂三郷の周縁部、とりわけ眺めがよく
多数の社寺が立地する上町台地一帯
は絶好の遊山地でもあり、お地蔵さ
んの縁日には、現世利益の願かけと行
楽の一石二鳥、早朝から巡礼を楽しむ
人々 で大いに賑わったそうです。

まちなかで子らの安全を祈って
　江戸時代、町内各所に祀られるようになったお地蔵さんは、火除
け、子安、延命、疫病封じ、盗難除け…、日々 の暮らしの切実な願
いを受けとめていきました。やがてお盆に近い縁日は地蔵祭と呼ばれ、
まちの子どもたちのために行われるように。提灯や絵行燈を飾り、子
らは数珠繰りや盆踊りに加わり、お菓子や玩具などのお接待を楽
しみます。夜も更ければ大人の宴も。遠い昔から今に続く風習です。

六地蔵巡り六地蔵巡り
天満長柄村  国分寺／網島  
大長寺／八丁目中寺町  天
然寺／谷町筋西頬焼地蔵  
専修院／天王寺引導地蔵  
天暁院／道頓堀  法善寺

★  ★  

四十八地蔵巡り四十八地蔵巡り
 八丁目筋  大福寺
　 同所　  長楽寺
　 同所　  実相寺
　 同所　  源光寺
　 同所　  光明寺
 野中観音  難波寺
 谷町筋寺町  専修院
 生玉馬場先  持明院
 生玉八幡東筋  西方寺
　 同所　  九応寺
 天王寺尼寺  月江寺
 天王寺愛染際  真光院
 天王寺　  念仏堂
 天王寺東門東  地蔵院
 天王寺逢坂  一心寺
　 同所　  天暁院
 天王寺清水  清光院
 下寺町　  良雲院
　 同所　  幸念寺
　 同所　  善龍寺
　 同所　  超心寺
　 同所　  万福寺
 道頓堀墓筋  法善寺
 阿弥陀池  和光寺

福島　　  光智院　
天満神明隣  久松寺
天満北野  常安寺
天満西寺町  龍淵寺
天満東寺町  九品寺
　 同所　  雲潮寺
　 同所　  龍海寺
　 同所　  大信寺
小橋寺町  本覚寺
　 同所　  成道寺
　 同所　  宝国寺
　 同所　  両岩寺
　 同所　  大円寺
小橋墓筋  伝光寺
　 同所　  洞泉寺
　 同所　  仏心寺
　 同所　  法蔵院
　 同所　  宗心寺
　 同所　  十万寺
　 同所　  楞巌寺
 八丁目中寺町  大通寺
　 同所　  栄松院
　 同所　  慶恩院
　 同所　  正覚院

はじまりは1708（宝永５）年から
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背景地図は攝津大坂圖鑑綱目大成（1715年)
(国立国会図書館デジタルコレクションより)　一心寺一心寺

阿弥陀池
和光寺
阿弥陀池
和光寺

天満宮天満宮

大坂城大坂城

心眼寺 まんなおし地蔵
縁起直しにご利益ありという。

明善寺 油掛地蔵尊
「摂津名所図会」など昔か
らの記録が残る地蔵尊。

お茶湯地蔵　「摂津名所図会」に
出ている江戸時代の名所の一つ。「茶
湯を供すれば霊応あり」とされた。

西俊徳地蔵尊
★　　

　  　　　　　　西俊徳地蔵尊
★　　

★ 
矢田地蔵尊 

★
矢田地蔵尊

★ 
合邦辻焔魔堂 

★
合邦辻焔魔堂

★  ★  

★  ★  

道頓堀道頓堀

現在のからほり商店街現在のからほり商店街

現在の日限地蔵院
　　　○
現在の日限地蔵院
　　　●

国分寺国分寺

大長寺大長寺

天然寺天然寺

専修院専修院

天暁院天暁院

○●

○ 現在の将軍地蔵尊● 現在の将軍地蔵尊

　　○　
現在の東上町公園
　　●
現在の東上町公園

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

法善寺法善寺
●●

●●

●●

●●
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四天王寺四天王寺

★  ★  

★  ★  

★  ★  
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生國魂神社生國魂神社

高津宮高津宮 小橋墓小橋墓

船  場船  場

天  満天  満

地蔵巡りの
出発地
地蔵巡りの
出発地

地蔵巡りの
最終地
地蔵巡りの
最終地
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元地図に四十八地蔵巡
り、六地蔵巡りの場所、
および上町台地周辺の
歴史や伝承がある地蔵
等をポイント（地図の時
代になかったものも含
む）。川、池に色を追加。

専修院 頬焼地蔵尊
人の身代わりに頬を焼
かれた伝説をもつ地蔵。
門前に「地蔵坂」の石柱。

わ
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物
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か
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る
也   

伝長寺 なで地蔵　地蔵と自分の
悪い場所を撫でると霊験ありとか。

逢坂清水の地蔵尊
もとはこの地にあった
が、現在は四天王寺に。

真光院 六万体地蔵尊

40

17
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地蔵祭提灯のイラストは
『上方』32号（1933年）より

閻魔大王と地蔵の前で子らが縄で道を塞ぐ（「摂津名所図会」1790年）。遠
景の一心寺の左には相坂（逢坂）清水があり、その傍らには、のちに四天王
寺に移された融通地蔵があった。（大阪市立図書館デジタルアーカイブより）

大
王
の 

に
が
み
に

　

地
蔵 

和
む
ら
ん

相
坂
清
水

往来を結び無事を祈る

境を守る
辻の見張り役

安住の場は移されても

江戸時代の

六万体の伝説が息づく

地蔵祭の主役は子ども

江戸時代の遊山・地蔵巡り

お
う
さ
か

★  ★  
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『上方』で出会い交わり広がる、大阪・上町台地の“知”
大阪・上町台地にゆかりの、文学、美術、風俗、行事、演芸、信仰等々、第一線の研究者たちによる優れた論文やエッセイ等が、
『上方』には数多収録されています。南木芳太郎と同時代を生きた識者はもちろんのこと、戦後に生まれ育った多くの研究者
や実務家や市井の学びの徒も、『上方』に出会うことによって、視野を広げ感性を磨き見識を深めていきました。
戦後、『上方』復刻版の発行に際して、名だたる面々19名が推薦の言葉を寄せています。作家・司馬遼太郎は「私は大阪に
ついては住んではいるが、物知らずなところがあって『上方』によって大阪観が随分修正されたと思う」と記し、作家・藤沢桓
夫も生え抜きの大阪人である自らが「『上方』復刻版を前にして最も痛感するのは、何んと自分が大阪について何も知らない人
間であるかという反省だ。全くそれは恥しいほどである」と告白し、作家・山崎豊子は「拙著『暖簾』を書く時に、どれほど貴
重な参考になり、また心の糧になったか、今も深い感動をもって想い出される」と述懐しています。
また、この10年余、「上町台地 今昔タイムズ」の編集を通してお世話になった方々 の多くも、それぞれに『上方』と印象深い出
会いをされ、かけがえのない“知”の縁を結ばれています。その一端をご紹介します。『上方』を入り口に、大阪・上町台地の“知”
のありように触れるこの紙面が、これから『上方』に出会う方々 の、新たな旅の地図になればこれほど幸せなことはありません。
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その眺め、上町台地曼荼羅さながら
『上方』に刻まれた、まちの相貌と魂を次代へ


